特定⾮営利活動法⼈	コースター
監事の監査に関する規程  
（職責）  
第 1 条 監事は、理事の職務の執⾏を監査する。  
（監査の実施）  
第 2 条 監事は、次に掲げる監査事項について、調査、閲覧、立会、報告の聴取等により監査を⾏うものとする。  
（１）起案書その他の重要な文書  
（２）重要又は特殊な取引、債券の保全又は回収及び債務の負担  
（３）財産の状況  
（４）財務諸表等  
（５）その他法令、定款又はこの法人の規程に定める事項  
２ 監事は、いつでも役職員に対して事業の報告を求め、又はこの法人の業務及び財産の状況 の調査をすることができる。  
３ 監事は、第１項の規定について監査を経て、監査報告を作成する。  
（会議への出席）  
第 3 条 監事は、理事会に出席し、必要があると認めるときは意見を述べなければならない。  
２ 監事は、社員総会及び重要な会議に出席し、意見を述べることができる。  
（報告）  
第 3 条 監事は、監査結果を理事会及び社員総会に報告する。 
２ 監事は、理事又は職員が不正の⾏為をし、若しくは不正の⾏為をするおそれがあると認め るとき、又は法令若しくは定款に違反する事実若しくは著しく不当な事実があると認める ときは、遅滞なく、その旨を理事会に報告しなければならない。  
３ 監事は、理事が社員総会に提出しようとする議案、書類、電磁的記録その他の資料を調査 し、法令若しくは定款に違反し、又は著しく不当な事項があると認めるときは、その調査の 結果を社員総会に報告しなければならない。  


附則
この規程は、令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。
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